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審 査 報 告 概 要 
 
 茶加工食品は近年需要が増大しており，製造において良質な茶の香りの再現が重要な課題
であるが，茶の重要香気成分については不明な点が多く残されていた。本研究では，小葉系
茶葉から作られる煎茶，抹茶，中国緑茶，ダージリン紅茶について，伝統的な製法に即して
製造された高品質な香りに着目し，それぞれの特徴的な香りに寄与する成分の解明およびそ
の香りの形成に関与する要因を検討した。その結果，各茶において，4-mercapto-4-methyl-2-
pentanone，trans-4,5-epoxy-(E)-2-decenal，(E)-isoeugenol など，良質な茶の香りに寄与する重
要香気成分の特定に成功するとともに，生成経路から各成分の生成には各茶の伝統的な製造
工程が密接に関与することを明らかにした。これらは，良質な食品香料の開発という産業界
への貢献だけでなく，今後，良質な茶の製造にも応用できる成果であり，学術的および産業
学的意義は高いと評価される。これらの研究成果等を詳細に検討した結果，審査員一同は博
士（生物産業学）の学位を授与する価値があると判断した。 
